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戦後処理と外国人叙勲

日本赤十字社 常任理事　渡退 芳樹

旧
厚
生
省
入
省
３
年
目
に
戦
後
処

理
を
扱
う
援
護
局
で
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
の
改
正
を
担
当
し

た
。
国
家
補
償
の
対
象
と
さ
れ
る
準

軍
属
の
範
囲
の
拡
張
が
課
題
。
満
州

開
拓
青
年
義
勇
隊
（
昭
和
1
4年
閣
議

決
定
）
は
既
に
対
象
だ
っ
た
。
し
か

し
そ
の
前
身
で
あ
る
満
州
青
年
移
民

（
昭
和
1
2年
）
は
実
態
が
同
一
に
も
拘

わ
ら
ず
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
を
前
者
に
含
め
て
対
象
と
す
る
法

律
改
正
に
挑
戦
し
た
。

省
内
に
は
「
1
4年
に
1
2年
を
含
め

る
の
か
」
と
異
論
も
あ
っ
た
が
国
立

公
文
書
館
で
戦
前
の
複
雑
な
公
文
書

の
関
係
を
分
析
し
内
閣
法
制
局
を
説

得
し
た
。
今
も
心
に
残
る
仕
事
で
あ

る
。一
方
、
東
京
大
空
襲
等
の
一
般
戦

災
者
の
国
家
補
償
問
題

が
あ
っ
た
。

政
府
と
し
て
国
家
補
償
は
そ
の
論
拠

と
な
る
国
の
使
用
者
責
任
に
基
づ
き

軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
の
み
を
対
象

と
し
て
お
り
、
民
間
人
で
あ
る
一
般

戦
災
者
は
対
象
外
と
し
て
い
た
。
1

9
8
7

年
最
高
裁
も
国
民
の
等
し
く

受
忍
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
補
償

は
憲
法
の
全
く
予
想
し
な
い
と
こ
ろ

匸（－卜

二

石
川

と
判
決
し
た
。

今
も
一
般
戦
災
者
や
原
爆
被
爆
者

の
遺
族
を
含
む
本
格
的
国
家
補
償
を

求
め
る
根
強
い
声
が
あ
る
。
米
国
の

国
際
人
道
法
違
反
を
惹
起
し
た
日
本

の
戦
争
責
任
か
ら
の
国
家
補
償
を
立

論
す
る
以
外
に
解
決
方
策
は
な
か
っ

た
の
か
。
し
か
し
政
治
の
時
は
過
ぎ

て
行
く
。

他
方
、
近
年
注
目
さ
れ
た
の
は
東

京
大
空
襲
等
や
原
爆
投
下
決
定
を
指

揮
し
た
米
軍
カ
ー
テ
イ
ス

ー
ル
メ
イ

司
令
官
が
1
9
6
4

年
に
勲
一
等
旭

日
大
綬
章
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
理
由
は
航
空
自
衛
隊
育
成
へ
の

貢
献
。
日
本
の
戦
後
史
に
お
け
る
戦

後
処
理
や
外
国
人
叙
勲
と
は
何
か
を

あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
る
。

そ

う

い
う

私

は
2
0
1
0

年

秋

、

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

大

使

を

拝

命

し

外
国

人

叙

勲

関

係

事

務

を

行

う

立

場

に

な

っ

た

。
１１一
年

秋

に

私

か

推

薦

し
旭

日

小

授

章

が
授

与

さ

れ

た

の

は

バ
ル

ブ

ロ

ー
ペ

ッ

ク

ー
フ

リ

ー

ス

医

師

。

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

中

部

モ

ー
タ

ラ

に
認

知

症

グ
ル

ー

プ

ホ

ー

ム
を

創

設

し
日

本

に

お
け

る
多

く

の

認

知

症

グ
ル

ー

プ

ホ

ー

ム
開

設

に

導

い
た
こ

と

を
理

由
と

し

た

。
1
2年

１

月

に
伝

達
式

と

記

念

レ

セ

プ

シ
ョ

ン

を

シ

ル

ビ

ア
王

妃

臨

席

の

下

に

大

使

公

邸

で

行

っ

た

。実

は
王

妃

の
母

上

の

認

知

症

ケ

ア

を

相

談

さ

れ

た

の

が

ベ

ッ

ク

ー
フ

リ

ー

ス

さ

ん

。
私

は
1
9
8
5

年

の

増
岡

博

之

厚

生

大

臣

の

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

来

訪

時

に

現

地

書

記

官

と

し

て

ペ

ッ

ク

ー
フ
リ

ー
ス

さ

ん

に
会

っ

て

い

た

。

そ

の

後

、

来

日

さ

れ

た

際

、

著

書

の

裏

表

紙

に

「

も

う

一

度

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

仁

戻

っ
て

き

な

さ

い
。
」

と

の

サ
イ

ン

も

頂

い
て

い
た

。

伝

達
式

当

日

、

ペ
ッ

ク

ー
フ

リ

ー

ス

さ

ん

に
促

さ

れ
王

妃

に

そ

の

本
を

お
見

せ

す

る
光

栄

に

浴

し

た

。

嬉
し

く
有

意

義

な
外

国
人

叙

勲
で

あ

っ
た

。

No.3330［2025. 8.25］ 週刊社会保障　３４


	page1

